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この式で,第 1項と第 2項が運動エネルギーの期待値,第 3項がポテンシャ′レ･エネル
ギーの期待値である｡変分関数W(r)とu(r,r′)を与えると, (3),(4)により,〟(r)
とダ(I,r′)がWとuの functionalとして定まるOしたがって, (5)のくIJ_> は Wと
uの functionalとなっているわけで,くfJ> - min.という条件からW(r)とu(r,r′)
が決定される｡ 古典統計力学の結果を借用すると,変分関数をW(r)とu(r,r′)の代 り
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ao … - ㌻ (イオンではAo…
m e AM(Z｡)2
を単位として測った平均粒子間距離 rs(㌔ )を,高温では
(ze)2
kTR
をもちいる｡
4Heの場合に予想される相図を第 1図に示す｡
(1)電子の状態
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